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３
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
２
日

２８

２９

間
、
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
で
神
埼

市
長
旗
全
国
選
抜
中
学
生
剣
道
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
約
１,
５
０
０
人

の
選
手
、
監
督
が
参
加
。
緊
張
感
に

包
ま
れ
た
会
場
で
は
、
中
学
生
た
ち

４
月
７
日
、
八
谷
努
さ
ん
（
神
埼

町
）
が
、
母
校
の
仁
比
山
小
学
校
の

新
一
年
生
（　

人
）
に
「
子
ど
も
た

２８

ち
が
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
」
と

の
願
い
を
込
め
て
マ
ス
コ
ッ
ト
を
送

り
ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
用
し
、
ラ

ン
ド
セ
ル
と
金
魚
を
か
た
ど
っ
た
手

作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
に
は
、「
入

学
お
め
で
と
う
」
の
手
書
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

の
熱
気
あ
ふ
れ
る
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
神
埼
中
学
校
女
子

チ
ー
ム
が
、
２
年
連
続
準
優
勝
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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優　

勝　

相
知
中
（
佐
賀
県
）

　

準
優
勝　

杵
築
中
（
大
分
県
）

　

３　

位　

玄
洋
中
（
福
岡
県
）

　
　
　
　
　

三
股
中
（
宮
崎
県
）
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優　

勝　

那
賀
川
中
（
徳
島
県
）

　

準
優
勝　

神
埼
中
（
佐
賀
県
）

　

３　

位　

阿
蘇
中
（
熊
本
県
）

　
　
　
　
　

塩
田
中
（
佐
賀
県
）
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３
月　

日
、
仁
比
山
保
育
園
で
、

２２

神
埼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が　

周
年

４０

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、「
ふ
る

さ
と
緑
化
事
業
」
記
念
植
樹
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ

ン
バ
ー
の
ほ
か
、
園
児
と
そ
の
保
護

者
、
朝
日
地
区
緑
の
少
年
団
、
地
域

の
人
々
な
ど
約　

人
が
参
加
。
自
然

８０

や
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
た

め
、
一
緒
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
大
切
に

育
て
ま
す
。」と
力
強
く
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

は
、「
み
ん
な
と
一
緒
に
成
長
し
て

欲
し
い
。
今
後
も
継
続
し
て
緑
化
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。」と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

４
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
春
の
交

１５

通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
、　

日
１１

に
は
、
姉
川
検
量
所
（
神
埼
町
）
で
、

地
域
の
婦
人
会
で
つ
く
る
交
通
安
全

母
の
会
、
神
埼
地
区
交
通
安
全
協
会
、

警
察
・
自
治
体
職
員
な
ど
に
よ
り
マ

ス
コ
ッ
ト
と
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
交
通
遺
族

の
小
川
タ
マ
エ
さ
ん
（
神
埼
町
）
に
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よ
る
２
５
０
個
の
手
作
り
で
、
交
通

安
全
を
願
い
、
一
つ
一
つ
に
手
書
き

で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

日
に
は
、
仁
比
山
小
学
校
前
の

１４
県
道
三
瀬
神
埼
線
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職

員
、
警
察
な
ど
に
よ
り
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
手
作
り
に
よ
る
マ
ス

コ
ッ
ト
に
は
、
児
童
か
ら
の
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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に
植
栽
し
ま
し
た
。

岸
川
さ
ん
は
、
神
埼
市
の
発
展
を

強
く
望
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
、

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
な
ど
を
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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４
月
５
日
、
６
日
、
櫛
田
宮
（
神

埼
町
三
丁
目
）
で
「
み
ゆ
き
大
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
祭
は
、
約
７
０
０
年
以
上

前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
初
日

は
、
お
下
り
、
二
日
目
は
、
お
上
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

の
太
神
楽
（
今
回
の
当
番
は
、
尾
崎

西
分
）
を
先
頭
に
西
組
（
四
丁
目
、

小
津
ヶ
里
、
西
小
津
ヶ
里
、
鶴
田
）

か
ら
の
締
元
行
列
（
市
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
指
定
）
別
名
「 
奴 
さ
ん
」

や
っ
こ

や
「 
八  
乙  
女 
」
な
ど
が
続
き
ま
し
た
。

や 
お
と 
め

行
列
の
最
後
尾
に
は
、 
御  
神
輿 
が
引

お 

み
こ
し

か
れ
、
行
列
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
に

も
及
ぶ
大
行
列
と
な
り
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
見
物

客
が
訪
れ
て
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
に
採
択
を
受
け
て
い

１９

た
６
地
区
の
う
ち
、
中
津
地
区
（
千

代
田
町
）
の
事
業
が
３
月
で
完
了
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、�
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
助
成
を
行
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図

る
と
と
も
に

宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業

を
行
う
こ
と

を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い

ま
す
。
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３
月　

日
、
神
埼
町
竹
地
区
で

３０

「
ふ
る
さ
と
探
訪　

竹
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
字
竹
地
区
は
、
利
田
、
川
寄
、

野
田
、
柏
原
、
野
寄
、
伏
部
、
猪
面

の
７
集
落
で
、
利
田
以
外
は
、　

世
５０

帯
１
５
０
人
以
下
の
「
ミ
ニ
集
落
」

で
す
。
７
集
落
の
連
携
と
住
民
同
士

の
親
睦
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
各
集
落
の
公
民
館
の
企
画
に
よ

り
、
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で

し
た
が
、
参
加
者
は
、
７
地
区
の
公

民
館
な
ど
を
回
り
、
各
公
民
館
長
か

ら
集
落
名
の
由
来
や
伝
統
行
事
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
郷
土
の
歴
史
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
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「
神
埼
市
を
サ
ク
ラ
の
木
で
い
っ

ぱ
い
に
美
し
く
し
て
ほ
し
い
」
と
岸

川
建
次
郎
さ
ん
（
福
岡
市
在
住
、
神

埼
町
出
身
）
か
ら　

万
円
の
寄
付
を

５０

い
た
だ
き
ま
し
た
。

岸
川
さ
ん
の
気
持

ち
が
長
く
広
く
届
く

よ
う
に
、
桜
の
種
類
は
、

寿
命
の
長
い
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
市
内
の
公
園

（
高
取
山
公
園
、
仁
比

山
公
園
、
横
武
ク
リ
ー

ク
公
園
、
姉
川
農
村
公

園
、
次
郎
の
森
公
園
）

今
後
は
、
総
代
会
を
通
じ
て
各
組

合
員
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
役

職
員
一
体
と
な
っ
た
事
業
の
推
進
、

健
全
な
運
営
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

る
更
な
る
農
家
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

千
代
田
町
土
地
改
良
区
と
の
合
併
に

向
け
た
協
議
を
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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３
月　

日
、
神
埼
町
土
地
改
良
区

２７

（
八
谷
臨
理
事
長
）
が
、
第　

回
全

４９

国
土
地
改
良
功
労
者
団
体
の
部
に
お

い
て
金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
改
良
区
で
は
、
担
い
手
育
成

支
援
事
業
に
よ
る
農
家
負
担
の
軽
減

策
や
市
と
一
体
と
な
っ
た
各
種
事
業

の
推
進
、
維
持
管
理
事
業
の
先
進
的

な
取
り
組
み
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
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昨
年
皆
さ
ん
か
ら
協
力
い
た
だ
い

た「
緑
の
募
金
」（
約
２
９
７
万
円
）を

も
と
に
、
神
埼
市
緑
化
推
進
協
議
会

で
は
、
主
に
緑
化
の
推
進
と
し
て

「
緑
の
少
年
団
育
成
」「
地
域
緑
化
事

業
」「
緑
化
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
支

援
」「
新
一
年
生

入
学
記
念
樹
配

布
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

神
埼
市
内
の　

地
区
で
植
樹
活
動

２４

が
行
わ
れ
ま
し
た
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４
月
、
一
年
生
を
迎
え
た
子
ど
も

た
ち
に
神
埼
市
の
木
で
あ
る「 
紅
葉 
」

も
み
じ

を
配
布
し
ま
し
た
。
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神
埼
市
の
周
辺
に
は
、
３
種
類
の

ホ
タ
ル
が
い
ま
す
。

①
山
麓
地
帯
で
強
い
光
を
放
っ
て
飛

ん
で
い
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

②
弱
い
光
を
点
滅
さ
せ
て
い
る
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル

③
羽
が
退
化
し
て
い
る
ヒ
メ
ボ
タ
ル
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地
で
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
頃
、

山
間
部
で
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
頃

※
５
月
中
旬
か
ら
約
１
ヶ
月
間
観
賞

で
き
ま
す
。

�
�
�
�

夕
暮
れ
時
か
ら
暗
く
な
り
は
じ
め

（
午
後
７
時
半
か
ら
８
時
半
）の
頃

こ
れ
以
外
の
時
間
帯
で
も
飛
翔
し

ま
す
が
数
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

気
温
が
高
く
、
し
か
も
風
が
弱
い

と
き
。
総
称
す
る
と
翌
日
が
雨
に

な
り
そ
う
な
蒸
し
暑
い
と
き
で
す
。
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近
く
で
見
る
な
ら
、
パ
イ
ン
ピ
ア

神
埼
西
側
の
城
原
川
沿
い
、
朝
日

地
区
の
高
速
道
路
付
近
な
ど
。

遠
望
で
き
る
の
は
、
城
原
川
の
山

王
橋
、
愛
逢
橋
、 
白
角
折 
橋
（
神

お
し
と
り

埼
町
）
付
近
、
眼
鏡
橋
（
脊
振
町
）

付
近
で
す
。
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�

①
ご
み
や
空
缶
な
ど
は
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

②
捕
獲
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
交
通
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
住
民
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
本
年
も
募
金
活
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

一
世
帯
あ
た
り　

３
０
０
円

�
�
�
�
�
　

５
月　

日
（
土
）
ま
で

３１

�
�
�
�
�
�
�

神
埼
市
役
所　

農
林
水
産
課

�
３
７�
０
１
０
６

千
代
田
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

�
４
４�
２
１
９
８

脊
振
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

�
５
９�
２
１
１
１
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要
支
援
者
や
就
職
困
難
者（
※
１
）

の
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
ト
ラ
イ

ア
ル
雇
用
（
※
２
）
で
雇
用
し
た
方

を
常
用
雇
用
へ
移
行
し
、
か
つ
、
そ

の
事
業
主
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す

雇
用
環
境
の
改
善
な
ど
を
行
っ
た
場

合
に
は
、　

万
円
の
奨
励
金
が
支
給

３０

さ
れ
ま
す
。
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中
高
年
、
若
年
者
、
母
子
家
庭
の

母
、
障
害
者
、
日
雇
労
働
者
、

ホ
ー
ム
レ
ス
、
季
節
労
働
者
な
ど
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
紹
介
す
る
対

象
労
働
者
を
事
業
主
が
一
定
期
間

（
原
則
３
ヶ
月
）
試
行
的
に
雇
用

し
、
事
業
主
と
対
象
労
働
者
の
双

方
が
業
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
の
適

性
や
能
力
な
ど
を
見
極
め
、
相
互

理
解
を
深
め
ま
す
。
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佐
賀
県
雇
用
支
援
機
構

　
�
４
１�
８
３
８
２
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有
明
佐
賀
空
港
直
通
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
運
行
開
始
し
ま
し
た
。
有
明

佐
賀
空
港
発
着
の
全
て
の
便
に
対
応

し
、
お
一
人
様
の
予
約
か
ら
運
行
し

ま
す
。

空
港
ま
で
乗
換
え
無
し
で
行
け
る

有
明
佐
賀
空
港
乗
合
タ
ク
シ
ー
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�

◆
大
人
（
満　

歳
以
上
）

１２

 

片
道　

１,
５
０
０
円

◆
小
人
（
満　

歳
未
満
）

１２

 

片
道　

７
５
０
円　

�
�
�
�
�

・
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅

・
千
代
田
総
合
支
所
前

※
詳
し
く
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
　

利
用
希
望
日
前
日
の
正
午
ま
で

�
�
�
�
�

・
事
前
予
約
制
の
た
め
、
予
約
が
な

い
場
合
は
、
運
行
し
ま
せ
ん
。

・
天
災
や
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
運

行
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�

　

吉
野
ヶ
里
観
光
タ
ク
シ
ー（
有
）　
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１
３
３
３

�
�
��
�
�
�

有
明
佐
賀
空
港
活
性
化
推
進
協
議
会
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Ｐ
Ｏ
法
人
、
商
工
会
、
社
会
福

祉
法
人
、
自
治
会
な
ど

�
�
�
�
�

地
域
の
交
通
問
題
の
解
決
や
身
近

な
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
県
内
の
モ
デ
ル
と
な

る
事
業
（
新
規
性
、
実
現
性
、
持

続
性
が
あ
る
事
業
）

�
�
�
�
�補

助
率

　

／　
１０

１０

補
助
限
度
額

２
０
０
万
円
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４
月
に　

歳
以
上
の
全
市
民
の

２０

方
を
対
象
に
各
種
健
診
の
希
望
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
だ
提
出

�
�

�
�
�
�

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
方
は
、
早
急

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
た
、
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い

世
帯
の
方
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
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�

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
�
５
１�
１
２
３
４

�
�
�
�
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県
内
で
３
件
程
度

�
�
�
�
�

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
　

５
月　

日
（
火
）

２０

�
�
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佐
賀
県　

空
港
・
交
通
課

�
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８
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